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宇宙科学に挑戦し続ける
う ち ゅ う か が く ち ょ う せ ん つ づ

●太陽系長期航行技術の進展
●高速自転小型小惑星探査の実現
●Planetary Defenseに資する科学と技術の獲得

①拡張ミッションの意義

②拡張ミッションの概要

か くちょう が い よ う

今後のミッション～プラネタリーディフェンスへの貢献～

か く ち ょ う

はやぶさ２拡張ミッション（はやぶさ２♯）

イラスト：池下章裕氏

最終目的地は、1998 KY26という直径30m程度（11mという推定もある）の非常に小さな天体で、到着は2031年。ランデブーを行う予定で、地球衝
突の可能性を検討すべき大きさの天体に対する探査技術の獲得や科学的知見の蓄積が見込まれます。それまで、2026年には小惑星トリフネへの超近
接フライバイを行い、天体に探査機を高速で衝突させる技術の獲得を目指します。また、2回の地球スイングバイ（2027、28年）も予定しています。
拡張ミッションの活動では、リュウグウ探査で得られた科学的知見をより深めることや、NASAのOSIRIS-RExから提供された小惑星Bennuのサンプル
を分析することで、新たな科学成果を創出することにも挑戦します。
既に全ミッションをやり切った「はやぶさ２」ですが、拡張ミッションの活動の中でも、きっと新たな成果や感動を、我々にもたらしてくれるでしょう。

かくちょう い ぎ

小惑星探査機「はやぶさ２」は、2020年12月の地
球帰還時に深宇宙飛行を継続できる状態にあったた
め、新たな目標天体へと深宇宙の旅を継続していま
す。この地球帰還後のアクティビティを「はやぶさ2
拡張ミッション」と呼びますが、その愛称が「はやぶ
さ２♯（SHARP）」です。
ミッションの当初の目的は全て達せられており、延
長して運用すれば挑戦的な軌道運用技術を磨く稀
有な機会となります。
また、新しいミッションを一から仕立てるより遥かに
良いコストパフォーマンスで、新たな科学成果を創
出できる可能性があります。

「はやぶさ２」探査機は、10年以上継続
運用し既に設計寿命を迎えていますが、
現時点で致命的な不具合等はなく、これ
からも寿命が続く限り、挑戦的なミッショ
ンを遂行予定です。
拡張ミッションでは、地球帰還までのミッ
ションでの工学成果を踏まえ、より自在
な、より遠方への探査をめざす上で必要
な運用技術を獲得します。
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2026年7月接近予定
小惑星トリフネ（2001 CC２１）

2031年7月到着予定
小惑星1998 KY26

【超近接フライバイ運用】
地上およびオンボードで精密軌道誘導を行い、
直径500m程度の小惑星から1km程度の距離まで接近。
地球に衝突してくる天体に探査機を衝突させることで、
その天体の軌道を変更する技術の礎となります。

【高速自転小型小惑星探査の実現】
1998 KY26は、
直径が10mから30m程度の超小型の小惑星だと
考えられていて、地球衝突可能性の高い天体の代表例。
このような天体の物性や特徴を知ることで、
地球衝突の際の対策検討に貢献します。
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C型の可能性

今後のミッション～寿命を超えたその先へ～

2026年7月

長期航行 ・長期省燃料/省力化巡航運用技術の獲得

実施時期 イベント 工学目標 理学目標

2021年1月
～2026年7月

トリフネ
フライバイ

・日本初の小惑星超接近高速フライバイ技術の獲得
・プラネタリーディフェンスに質する技術の獲得

2027年12月

1998 KY26
ランデブー

2028年6月

2031年7月

地球
スイングバイ

地球
スイングバイ

・長期深宇宙航行第１段階完遂
・マルチ地球スイングバイ（３回目）の技術の獲得

・長期深宇宙航行第2段階完遂
・マルチ地球スイングバイ（4回目）の技術の獲得

・長期深宇宙航行第３段階完遂
・高速自転小型小惑星探査技術の獲得

SHARP = Small Hazardous Asteroid Reconnaissance Probe

・黄道光観測によるダスト空間分布の把握
・系外惑星の探索

・フライバイ観測によるS型小惑星のデータの取得

ー

・巡航中および天体通過時の観測による
　搭載理学機器の長期性能評価

・高速自転小惑星の形成・進化の解明
・プラネタリーディフェンスに質する科学の獲得
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※いずれも順に
　発見直後（1998年）の観測による推定値、
　2024年の観測による推定値
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